
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厳しい残暑から解放されて、やっとホッと一息つけるようになりました。あっ！という間に秋ですね。

秋といえば、食欲・収穫・読書・芸術、そしてスポーツの秋、子どもたちの体力も伸びるこの時期に運

動会が開催されます。練習も本格的に始まりました。秋口になって、ドッと疲れが出て秋バテにならな

いように、元気に毎日の活動に向かえるように、健康生活を見直してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 10 月 2 日 

社会福祉法人からしだね 

足立区立青井保育園 
 

看護師 

医薬品を正しく使用することの大切さ 

そのために薬剤師が果たす役割の大切さ 

一人でも多くの人に知ってもらうために 

ポスターなどを用いて積極的な啓発活動を行う週間 

 

 

体には、病気やケガを自分で防いだり、治そうとする力が 

備わっています。そのサポートをするのが薬です。 

 

でも、使い方を間違えると、効果がなくなったり、副作用が生じることもあります。 

＊薬剤師の話（説明）をしっかり聞くこと 

＊市販薬を使うときは、しっかりと説明書を読むこと（薬剤師に相談すること） 

などに注意して、正しく使いましょう。 

 

「水 又は ぬるま湯で飲んで下さい」と指示されている飲み薬が多いですね。 

「お腹に中でほかの食べ物と混ざるから、水 又は ぬるま湯じゃなくても一緒じゃない？」 

と思うかもしれませんが…。 

まず、薬はコップ１杯（180～200ml）の水 又は ぬるま湯で飲む のが一般的です。 

・水の量が少ないと、 

薬が食道などに貼り付いて炎症を起す危険があります。 

・水なしで飲むと、 

薬が溶けにくく、吸収が遅れ、薬の効果が遅くなったり低下することがあります。 

・カフェインを多く含む飲み物（緑茶や紅茶など）で飲むと、 

薬の作用が強く出て不眠やふるえ、吐き気などを起こすことがあるようです。 

 

          デメリットを知って、 

薬はコップ１杯（180～200ml）の水 又は ぬるま湯で飲む！ 

ようにこころがけましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お薬を飲んで ホッと した後は、充分な観察を！！ 

子どもたちは、副作用があっても、不調であっても 

うまく言葉で伝えることができません。 

いつもと様子が違うかな？ 感じたら、早目に 

医師や薬剤師に相談しましょう。  

 

＊呼吸や様子に変化はあるか？ 

＊アレルギー反応は出ていないか？ 

 （皮膚の発疹・赤味・痒みなど…） 

＊吐き出していないか？ 

＊便に異常はないか？  

             など 

 


